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1．目　　的

　昭和42年5月に東京家政大学児童学科に開設されたナー

スリー・ルームが，平成9年5月に開設30周年を迎える

ことができた．そこで，本研究は開設以来受け入れてき

た児童学科3年生の小児保健実習にっいて，実習前，実

習後アンケート調査を行い，考察することによって学生

の実態を把握し，この実習の意義を再確認すると共に，

今後の指導のあり方を探ることを目的とした．

2．方　　法

。調査対象：児童学科，児童学専攻3年生．小児保健実

習を選択し（保母免許必選），ナースリー・ルーム実

習（以下ナースリー実習とする）を行った平成8年

～9年の学生146名．

※・履修者が多く，平成8年～9年は前年度の2月

　　より実習受け入れを開始した為，若干2年生も含

　　む．

　　・実習方法，スケジュール等については，表1を参

　　照願いたい．

。調査方法：ナースリー実習の開始前と終了後に実施し

ているアンケート調査（記名，質問紙，自由記述を含

む）の中から，今回は実習前アンケート，実習後アン

ケート項目のそれぞれ6項目を抽出し，集計結果をま

とめ考察した．

・集計数：実習前アンケート，145名．実習後アンケー

　ト，145名．

3．結果及び考察

○実習前アンケート結果及び考察

　実習前アンケートより抽出した6項目は次の通りであ

　る．

①今までに実習した経験の有無　　一表2

②今までに乳幼児に接した経験の有無一図1表3

③実習に対する不安の有無　　　一図2

④児童科を選択した動機（複数回答）一表4

⑤将来希望する職業（複数回答）　一表5

⑥将来自分の子どもを保育園に預けるか一図3

　　その理由（自由記述）

　項目①の「今までに実習の経験がありますか」という

ナースリー実習以前の実習経験の有無の問いに対し，

「あるJが75名，「ない」が70名とほぼ同数であった．表

1の年間スケジュールに示した通り，学外実習が3年生

の夏に開始されるので，前期は実習経験のない学生が占

め，後期は殆んどが実習経験者となる．

　＊東京家政大学ナースリー・ルーム

＊＊東京家政大学児童学科小児医学第2研究室

　項目②の「今までに乳幼児に接したことがありますか」

という問いに対する回答は，図1の通りである．1～3

才児では，24名（17％）が接した経験がないと回答し，

乳児にっいては，60名（41％）もの学生が接したことが

ないと回答していた．この結果から，児童学を専攻する

学生であっても，乳児に接した経験のない学生が多いこ

とが明らかになった．そこで，「実習経験の有無」と

「乳児及び1～3才児に接した経験の有無」との相関関

係を示したものが表3である．実習経験のある群では，

1～3才児に70名（93％）の学生が接した経験があり，
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表1　実習生受け入れ年間スケジュール
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実習経験のない群でも48名（69％）が接した経験ありと

回答している．しかし，乳児にっいては，実習経験のあ

る群75名中，接した経験がないと回答したものが31名

（41％），実習経験のない群70名中では29名（41％）を占

めた．

　つまり，実習経験のある学生の殆んどが1～3才児に

接した経験があるのに対して，乳児は，実習を経験した

学生であっても接する機会が少なく，41％もの学生が乳

児に接する機会を持っていないということが明らかになっ

た．年々多様化してくる保育ニーズに，対応できる保育
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者を養成するという点から考えても，3才未満児，特に

乳児と接する機会を増やし，学生の乳児に対する理解を

深めていくことが，今後増々重要不可欠となるであろう．

　項目③の「実習に対しての不安がありますか」に対す

る回答結果は，図2の通りである．「少しある」103名

（71％），「非常にある」33名（22．8％），「ない」9名

（6．　2％）という結果であり，「非常にある」と回答して

いる学生のうち，23名が実習経験のない学生であった．

　このことから，実習経験のない学生はもちろん，実習

経験者であっても，9割以上の学生が，少なからず不安

を感じていることがわかった．しかし，殆んどの学生が

感じている不安や緊張感は，実習に真剣に取り組もうと

する前向きな姿であり，必ずしもマイナス要因にはなっ

ていない．それに対し，実習前にアルバイトなどを経験

し，子どもに関わったことがあり，「不安がない」と回

答している学生の一部に，子どもに対しての新しい発見

や興味よりも，要領や手際の良さなどのマニュアルを先

に身につけてしまっている傾向が見られた．学生にとっ

て，子どもに接した経験の内容や質によっては，必ずし

もその経験がプラスに働くとは限らないことが確認され

たことは，今後の課題として残されている．

　項目④の「あなたが児童科を選んだ動機は」（10項目

の中から2っ選ぶ）の結果は表4の通りである．「子ど

もが好きだから」が106名（73％）を占め，「子どもの頃

から保育者に憧れていた」「資格を取得するため」がラ

ンクの上位を占めている．また，年度別に学生の傾向の

変化を見てもJl頃位に変化はなかった．『保育科学生の保

母養成校志望の動機』1987年，井上1）の研究で，11年

前の結果であるが，「子どもが好きだから」が1位にあ

げられ，2位は「自分の子どもを育てるのに役立っから」

であった．『保育科学生の保育職以外の職業選択』1995

年上田2）の研究においても，保育科入学志望の動機

の結果の中で「子どもが好きだから」が1位，「自分に

あっていると思ったから」が2位であった．

　将来保育者を志す学生にとって，「子どもが好きだか

ら」ということが，その動機として大きな要因となって

いることが明らかになった．また，資格取得が優先され

ず，純粋に子どもが好き，あるいは保育者に憧れて児童

科を選択している学生が多いことも解った．

　項目⑤の「将来どんな職業にっきたいと考えています

か」（8項目から2っ選ぶ）の回答の結果は，表5の通

りであり，第1位が保育所保母，2位が幼稚園教諭，3位

が社会福祉事業専門員という結果であった．平成8年及

び9年の年度別推移に，あまり変化はみられなかった．

　保育所保母と幼稚園教諭を希望している学生が全体の

80．7％に及び，社会福祉事業専門員を含めると，全体の

9割が専門性を生かした職業にっきたいと考えている．

　項目⑥の「あなたは自分の子どもを保育園に預けて働

く気持ちがありますか」の問いに対する結果は，図3の

通りである．「預けて働く」と答えた学生が88名，「預け

ない」と答えた学生が54名で，「預ける」と回答した学

生の主な理由を挙げると，

　・仕事を持っていたい

　・仕事を持っていたいし，子どもの社会性を養うのに

　　役立っ

　・子どもの数が減少し，子ども同士で遊ぶ経験が少な

　　いから

　・子どもの成長に，多くの人々とめ関わりが大切だと

　　思うから

　・自分が保育園出身なので，安心して預けられると判

　　断できたから（ただし園は選びたい）

などであり，その他「収入が欲しい」や「死別や離婚し

た時に収入があった方が良いから」等，経済的理由を挙

げている学生もいた．

　「預けない」と回答した学生の主な理由は，

　・短い貴重な時間なので，子どもが幼いうちは（3才

　　位まで）自分で育てたい

　・乳幼児期は母親の愛情のもとで育てたい

　・せっかく児童科で学んだのだから自分で育てたい

　・子どもを産んだら仕事はやめる

などであった．年度別の推移をみると「預けて働く」と

回答している学生が，平成8年度より平成9年度の方が

12名増加している．一年間で12名の増加は，単なる年度

による差にあるのか，仕事を持っ女性の増加が反映して

の結果なのかは，短絡的に結論づけることはできない．

今後の調査結果が興味深いものである。また，「子ども

が好きだから」が児童科を選んだ動機の一番の理由であ

れば，自分の子どもを自分の手で育てたいと思う学生が

30％いても当然の結果といえる．
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表2　実習経験の有無 表5　希望する職業（複数回答）

平成8年 平成9年 合　計 希望する職業 人数

ある 39 36 75 保育所保母 113
ない 34 36 70 幼稚園教諭 105

社会福祉事業専門員 28
事務、経理従事者 4

営業、販売従事者 1

旅行プロモーター 1

その他 18

　　　　　　表3　乳児に接した経験の有無と実習経験との関係

乳児に接した経験の有無と　　　　　　1－一　3才未満児に接した経験の

　実習経験との関係　　　　　　　　　　有無と実習経験との関係

接した繊 実習経験郁（75名） 実習経撫し（70名） 接した緻 実習緻有り（75名） 実習欝無し（70名）

ある 43（57％） 38（54．3％） ある 70（93％） 48（69％）

ない 31（41％） 29（41．4％） ない 5（7％） 19（27％〉

細答 4（5％） 3（4．3％） 無酪 0 3（4％）

表4　児童科を選んだ動機（複数回答）

順位 児　童　科　を　選　ん　だ　動　機 人数

1 子供が好きだから 106
2 子どもの頃から保育者に憧れていたから 67
3 資格を取得するため 37
4 専門知識や技術を取得するため 20
5 自分に向いていると思ったから 18
6 幼児教育の重要性を感じたから 18
7 将来子どもを育てるのに役立つから 16
8 教養を深め視野を拡大し、人格形成をはかるため 9

9 親、先輩に勧められたから 3

10 その他 3
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ある 81

ない 60

無回答 4
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乳児に接した経験の有無（145名）

　　　　　　　　　　　　　無回答　唱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．8％）
　　　　　　　　　（41．4％）

　　　　　　　　　　ない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ある．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（55．9％）

1－3才未満児に接した経験の有無（145名）

ある 118

ない 24

無回答 3

図2

膠ある

圏ない

口細答

脇ある

翻ない

口細答

　ある

（81．4％）

図1　乳児・1～3才未満児に接した経験の有無（145名）

　実習に対する不安（145名）

非常にある 33

少しある 103

ない 9

図2　実習に対する不安（145名）

　　　　　　（51）
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回答 平成8年 平成9年 合計

ある 38 50 88
ない 33 21 54

無回答 1 2 3

平成8年

平成9年

平成8年、9年との比較

陽ある

■ない

0　　10　　20　　30　　40　　50　　60

脇ある

瞬ない
口無回答

図3　子どもを保育園に預け働く気持ち（145名）

○実習後アンケート結果及び考察

　実習後アンケートより抽出した6項目は次の通りであ

る．（全項目・自由記述）

①実習後，最も印象に残っていること一表6

②興味を持った年齢とその理由　　一図4

③ナースリー実習後の感想　　 一図5
④将来，自分の子どもを保育園に預けるか

　　その理由　　　　　　　　　　　　一図6

⑤　実習後の感想（他の実習も含む）　　一表7

⑥　理想の保育者像　　　　　　　　　　一表8

　項目①の「実習を終えて一番印象に残っていることは

何ですか」という問いに対し，自由記述の内容を分類す

ると表6に示すように，回答が得られた134名中，子ど

もに関することが56名（42％）で最も多かった．その内

容の一部を挙げると，

　。つねに何かに興味を持っているような眼で，全ての

　　行動を自分から意欲的に行っている様子が観られた

　　こと

　・子ども同士でけんか（物の取り合いなど）を解決し

　　ていく姿を観ることができたこと

　・今までの自分が持っていた子ども像が変わってしま

　　うほど，子どもにはいろいろな力があると知ったこ

　　と

　・2才児と1才児は1年違うだけで，身体，言葉の成

　　長が全然違い，また乳児は1ケ月の差，成長の差が

　　大きいこと

などがあった．次に，保育者に関するものが27名（20％）

であり，その一部を挙げると，

　・どんなに小さな子どもでも，それぞれに個性がきち

　　んとあり，子ども一人一人に合わせた接し方を保育

　　者は考え行動していることがわかったこと

　・見えないところでの保育者の配慮と子どものことを

　　深く考えての環境作りがすごい

　・保育者の子ども一人一人に対する愛情

などであった．3番目に，行事への参加や散歩などを通

して，実習生自身が子どもに直接関わりを持てた時の印

象が19名（14％），次に保育者と子どもの信頼関係の強

さや楽しそうな関わりの様子の印象が11名（8％）であっ

た．

　実習生として保育室に入りながらも，積極的な子ども

への関わりは避けるという観察主体の実習形態をとって

いる為，回答の中にみられた「観察だけでは退屈と思っ

ていたが，見ているだけでも子どもの行動はおもしろい」

という表現が象徴しているように，観察実習の難しさと

迷いの中でも，“子どもを観る”楽しさ，重要さに気付

いていることが伺える．子どもの様子や保育者の働きか

けをじっくり観ているうちに，漠然と描いていた自分な

りの子ども像に何らかの影響を受け，学生なりの自己課

題をみっけていた．

　項目②の「最も興味を持った年齢」という問いに0才，

1才，2才，それぞれがほぼ同数の回答であった．実習

前アンケートで，乳児に接した経験がないと回答した学
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生が54名（28％）おり，反対に1～3才児は121名

（82％）が接した経験があると答えていたが，それらの

実習前の経験と実習後の興味を持った年齢とには相関関

係はみられなかった．産休明けの乳児をはじめ，低月齢

児に実習生が直接関わることは，安全への配慮から（実

習期間が短い）避けている為に，体験を通じての興味を

増すということにはっながりにくいようである．更に，

実習時期によっても乳児の状況が変わることや実習中の

エピソード等に，学生の印象が影響されている回答も少

なくなかった．

　各年齢ごとに興味を持った理由を自由記述によって求

めた回答の結果は，以下のようであった．

　〈乳児に興味を持った理由〉

　回答した24名の内容をみると，「思ったよりも色々な

ことが理解できたり，行動できたりする乳児自身の持つ

力に感動したり，個人差というものが実感できた」とい

うものが11名を占め，次に「日々の発達のめざましさと

月齢差」と答えたものが9名いた．その他，実際に抱い

たり，授乳をしたりなど，直接関わることができたとき

の感動などが，その理由として挙げられていた．

　乳児期は，保育者への愛着が重要である為に，2日間

という短期間の実習生が乳児に直接関わることには，お

のずと限界がある．また，1～3才児に比べると，子ど

もからの働きかけも少ない為に，特に観察が多くなりが

ちであるが，保育者が乳児の行動の意味や保育行為の目

的などを，場面に応じて解説することで補った．そのこ

とがかえって学生に，言葉を持たない乳児を認識し，理

解するための視点を導き出すことができたのではないか

と考えられる．乳児の行動，表情，関わりの様子などに

よく着目でき，“何もできない未熟な存在”というイメー

ジから，“意志や個性を持ち，考えていた以上に色々な

ことがわかっている存在”として，初めて気付いて感動

したという感想が多かったことは，保育者として重要な

資質と考えられる，子どもへの共感的態度，受容力とい

う視点から，ナースリー実習の意義を確認できたともい’

える．

　〈1～2才児に興味を持った理由〉

　学生の回答の一部を抜粋すると，

　・言葉が多く話せないので，手が出てしまうことがあ

　　り，それを理解してあげて保育するのは難しいけれ

　　ど，やりがいがありそうだと思った

　・一人一人の個性がはっきりしていて，一日中見てい

　　ても，いろいろな発見があっておもしろい

　・言葉にならない言葉の中には，動作や表情を含めて

　　たくさんの気持ちが込められているとわかったから

など，1～2才時期の特徴的な子どもの様子をよくとら

えられ，そのことが興味を持った理由に挙げられている

回答が，全体の62％を占めていた．このことは，指導す

る保育者としては嬉しい結果であった．また，先に実習

に入った年齢が比較の基準になり，乳児を先に実習した

学生は，1才児が言語による自己表現ができ，歩行が完

成するなど乳児との発達の差を実感し，2～3才児を先

に実習した学生は，1才児の自己中心性や言語が未熟で

ありながらも懸命に自己主張している様子に，興味をひ

かれるようであった．

　〈2～3才児に興味を持った理由〉

　・自我が芽生え，お互いを譲り合うことや，時には競

　　争する心が見え，個々の特徴がよく見えたので大変

　　おもしろかった

　・大人との会話ができ，私が考えていたよりもずっと

　　たくさんのことを知っていた

　・1っの遊びを次々に発展させ，自分達でどんどん楽

　　しいことを見っけていく力はすごいと思った

　・自分より年下の子の面倒をみたり，物を譲ったりし

　　ていたことに胸打たれた

など，興味を持った理由の約半数が，“子ども同士の関

わり合い”と答えていた．2～3才児は，言葉による自

己表現ができるので，実習生にとっては，個性や行動の

目的など理解しやすいようである．また，ナースリー・

ルームの場合，3才児が最年長になるので，他の年齢よ

りも全ての面でしっかりして見えることも，興味をひか

れる原因になっていると考えられた．また，ケンカやト

ラブルへの対応に関する実習中の質問が多く，その場の

保育者の対応の仕方やミーティングの際の場面の解説，

保育者の保育観の伝え方などが，重要な意味をなしてく

るようである．

　項目③では，ナースリー実習を学生はどのように受け

とめているかを把握する目的で，実習は「楽しかった」

「普通」「大変だった」の質問をしたところ，結果は図5

の通りで「楽しかった」と答えた学生が75％を占めた．

その理由としては，子どもに関われたこと，子どもの側

にいられただけでも楽しかった，子どもをじっくりと観

ることができた，保育者の話，などが挙げられている．
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これらが示しているように，実習生にとっては当然のこ

とながら，子どもたちと少しでも多く関わりを持ちたい

と思っていることがわかる．しかし，観察実習というこ

とで，関わりを制限される為，参加実習やアルバイト経

験のある学生にとっては，ストレスになりやすいようで

ある．実習が「大変だった」と答えた理由に，「実習生

としてどう行動したらよいか困った」と表現されており，

「楽しかった」と答えながらもその点に触れた感想もみ

られた．しかし，そのような中で「観察することで初め

て気付かされたことが多い」という回答が少なくなく，

短期間でしかも観察実習という制限がありながら，子ど

もや保育の魅力を学生それぞれが見出せているという結

果が得られた．

　項目④の「自分の子どもを保育園に預けて働く気持ち

はありますか」の問いの結果は図6の通り，「はい」が

106名（73％），「いいえ」が34名（24％），「わからない」

が5名（3％）であった．実習前同様の質問をしたとき

に「いいえ」と回答した学生のうち，20名もの学生が実

習後に「はい」と変化している．気持ちが変わった理由

としては，

　・保育環境によっては，子どもに様々な力がっき，家

　　庭では与えられない広い世界が与えられると気づい

　　た

　。子どもにとって同年代と生活することの意味がある

　　ことに気づいた

　・保育者が子どもたちを自由に伸々と生活させ，たく

　　さんの自立を助長してくれる存在であるとわかった

など，3才未満児保育の意義に気づいての意識の変化が

殆んどであった．将来，保育者をめざす学生として，こ

れからの保育における課題を考える上で，意義深い意識

の変化である．

　項目⑤の「実習後の感想」については，自由記述の為

表現に多少の違いはあるが，その内容を分類すると表7

のような結果となった．学生の回答の一部を抜粋すると，

　・今までは子どもに接し共に遊ぶことが一番だと思っ

　　ていたが，子どもにまかせ，見守る大切さを知った．

　・子どもという存在は，大入が何もしてやらないと生

　　きていけないのではなく，子どもなりの考え，意志

　　をもっているのだと感じた．

　・観察することはとても大切な実習だと思った．保育

　　者の働きかけをよく見たり，子どもの様子を見てど

　　う思っているのかと考えることができた．

　・保育者というのは，子どもと同じ目の高さで関わり，

　　共感することが大切であり，子どもを理解しようと

　　する観察がとても重要だと感じた．

　・子どもの姿をしっかりととらえていなければ，いく

　　ら頭でわかっていてもよい保育はできないと思った．

　・子どもが好きだという理由だけでは保母になれない

　　ということが改めて感じさせられた．子どもを観察

　　する中で，普段気づかなかった子どもの行動を知り，

　　自分の知識不足，認識不足を思った．

などであり，子どもをよく観察することの意義を実感し

ている回答が多い．これは，実習前オリエンテーション，

実習中ミーティング等を通し，子どもが“何をしようと

しているのか”“どうしたかったのか”“何故そうしたの

か”等を観察のポイントとして指導したことが，回答に

反映したといえる．また，ナースリー・ルームが小規模

である為に，子ども一人一人の行為や保育者の保育行為

にじっくりと目を向けられることも，観察の濃度に影響

していると思われた．更に，児童科内の施設ということ

もあってか，保育方針への理解や合致感があり，肯定的

に受け入れられている感想が多かった反面，学生が，単

に肯定的にとらえるにとどまらずに自己課題を見出して

いる回答も多くあり，実習後の指導の重要性も痛感させ

られた．『一人一人に応じた実習指導』1998年上垣内3）

による「実習生一入一人の思考，行動様式や考えを受容

し，自分らしさを出発点とした様々な学びのプロセスを

援助する」という考えに共感するものである．

　項目⑥の「理想の保育者像」を自由記述によって求め

たところ，その内容は50種以上になり，類似する内容の

ものをまとめたが，それでも36通りもの回答結果が得ら

れた．それらを人数の多い順に示したのが表8である．

前項の実習後の感想の内容と理想の保育者像とが一致し

た回答となっていた．子どもの個々に応じた保育の重要

性と，それを実施する保育者のあるべき姿が理想として

挙げられている回答が81％を占めた．子どもを，ただ

・「かわいい」という主観的見方だけに終始せず，共感的，

客観的，また発達に則した理論的視点による保育実践の

意義を，この実習の成果としてとらえられたといえるの

ではないだろうか．反面，3名という少数だが，「子ども

に人気者で，大人になったときに思い出してもらえる保

育者」「親からも魅力的な保育者」と回答し，子どもや

親の評価を意識し，アイドル的な保育者像を描いている

学生もいた．
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年　齢 人数

0－1才 43

1－2才 55

2－3才 44
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図4　最も興味を持った対象年齢（144名）

感　想 人数

楽しかった 109

普　通 19

大　変 17

　　　大（11．7％）

普通

翅楽しかった

翻普通
口大変

楽しかった（75．2％）

図5　実習後の感想（145名）
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図6　子どもを保育園に預けて働く気持ち（145名）
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　　表6　一番印象に残っていること（134名）

順位 回　　　　答　　　　　　（自由記述） 人数 ％

1 子どもに関すること 56 42％
2 保育者に関すること 27 20％

3 自分と子どものかかわりに関すること 19 14％

4 保育者と子どもの信頼関係 11 8％

5 保育者に指導された内容 6 5％

6 保育室の穏やかな雰囲気 4 3％

7 その他 11 8％

表7　実習後の感想（他の実習も含む）

順位 実習　後　の　感想　　　　　（自由記述） 人数

1 個性を大切にする保育の意義に気付く。 23
2 保育者の役割の重要性と魅力、あるべき姿。 20
3 子供をよく観察することの意義と重要性。 16

4 子供に共感し、尊重することの大切さ。 14
5 子供自身の持つ力は素晴らしい。 8

6 小規模保育の良さ。 6

7 保育者になる為には自分自身が成長しなければならない。 5
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表8　理想の保育者像

順位 理　想　の　保　育　者　像　　　　（自由記述） 人数

1 子どもを理解し共感できる保育者。 60
2 子どもに信頼される保育者。 24
3 子どものありのままを受け止め、意志や気持ちを尊重できる保育者。 16
4 子ども一人一人の良さを見つけのばすことのできる保育者。 10
5 ナースリーの保育者のような保育者。 9

6 いつも笑顔の保育者。

ｳしく叱れる保育者。 7
77 心にゆとりのある保育者。

ﾌをたくさん歌える保育者。

Dしい保育者。

?[モアと元気のある保育者。

6
6
6
6

8 のびのびと成長できる環境を作ることのできる保育者。 5

9 適切な言葉かけアドリブのきく保育者。

sカピカの感性を持った保育者。

ｩ分の都合で子どもを動かさない保育者。

qどもと同化しつつ保育者として子どもに伝えるべきことを、きちん

ﾆ伝えることのできる保育者。

4
4
4
44．まとめ

　以上のように，平成8年～9年にナースリー実習を行

った児童学3年生146名を対象として実施した実習前後

のアンケートを集計し，考察してきた中で得られた結果

をまとめてみると，

1．他の実習経験があっても，乳児に接する機会のない

　　学生が多かった（乳児に接する経験の必要性）

2．実習や保育アルバイト経験のある学生の中に，子ど

　　もへの新鮮な発見や興味よりも，要領や手際の良さ

　　などのマニュアルを先に身にっけてしまう学生がい

　　た

3．ナースリー実習後に，乳児保育の意義に気づき「子

　　どもを預けて働く」と考えが変化した学生が多くい

　　た

4．学生の理想の保育像は，“子どもに対して共感的で

　　個々に応じた保育のできる保育者”が8割を占めた

5．短期間の観察実習でも，オリエンテーションやミー

　　ティングを丁寧に行うことによって，学生は子ども

　　の発達や成長の様子を適確にとらえ，子どもの行動

　　を客観的に観る重要性に気づいていた

6．保育者の言葉は学生に与える影響が大きい

　　子どもの行動の解説や保育観の伝え方が，その学生

　　の保育観，保育者観に影響することがわかった

7．実習終了後，学生個々が見出した自己課題に対応す

　　る指導が重要である

などであった．

5．おわりに

　社会状況がめまぐるしく変化し，児童学を専攻する学

生の考え方，資質も少しずつ変化してきていると，実習

生を受け入れる現場の保育者として実感していることは

否めない．

　今回の調査をまとめ考察をすすめていくうちに，それ

だからこそ，実習生に対し保育の技術やマニュアルを与

えるのではなく，将来の保育者としてのみならず，働く
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女性として，母として，子どもの理解の為の普遍性を持

っ視点を学ぶ機会としての，この実習の果たす役割の重

さを痛感した．

　また，「エンゼルプラン」をはじめ政府，財界の少子

化対策として“子育て支援”がなされている反面，密室

育児，情報の氾濫による育児不安，そして保育の商品化

などの渦中にある子どもたちの育っ環境が懸念される．

大人の利便性に流され，子どもたちがその中に押しやら

れるようなことがあってはならないそれは，まさにナー

スリー・ルームの保育目標である「明るくのびのび元気

な子」が育っこと，換言すれば，子ども自ら育っための

支援のあり方を考えるべきときではないかと思う．その

為には我々保育者自身，将来保育者そして母親になるで

あろう学生一人一人が，しっかりと子どものあるべき姿

を見っめ，伸々と育っことを保障することのできる目と

保育力を持たなければならないことを再認識した．さら

に，実習現場の保育者が，学生個々に応じた丁寧な実習

指導を心がけることが，学生の子ども理解の意欲を増し，

その学生なりの保育観形成の一助となることを念頭にお

きながら，今後の指導のあり方を更に探っていきたい．
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ナースリー・ルーム・実習前アンケート

1．今までに実習の経験が，ありますか？

（1）ある

実習先は，（1＞

　　　　　（3）

（2）ない

保育所　　（2）施設（

幼稚園　　（4）その他

2．今までに乳児に接したことが，ありますか？

　　1才未満児（乳児）　（1）ある　　（2）ない

　　1才から3才未満児　（1）ある　　（2）ない

　　　　7．将来どんな職業に就にたいと考えていますか，2っ

　　　　　　選んで下さい．

　　　　　　（1）幼稚園教諭

　　　　　　②　保育所保母

）施設　　　　（3）社会福祉事業専門員

　　　　　　（4）事務経理従事者

　　　　　　（5）営業，販売従事者

　　　　　　⑥　旅行プロモーター

　　　　　　（7）コンピュータープログラマー

　　　　　　⑧　その他

3．実習に対しての，不安がありますか？

　（1）非常にある　（2）少しある　（3）ない

4．あなた自身は，幼稚園，保育園，どちらに行きまし

　　たか？

　（1＞幼稚園　　②　保育園　　（3）行かなかった

　保育園は，何才の時に入園しましたか？（　）才頃

　当時のことを覚えていますか？

　　　　　　　　　　（1）　いる　　（2）いない

実習期間199年　月
学　児童学　　No．

　　　　　　氏名

日～　　月 日

5．あなたは，自分の子どもを保育園に預け，働く気持

　　ちはありますか？

　（1）ある（理由は　　　　　　　　　　　　　　　）

　（2）ない（理由は　　　　　　　　　　　　　　）

　　どの位から預けたいと考えていますか？

　　　　　　　　　　　　　（　　才　　　ケ月頃）

6．あなたが児童科を選んだ動機を，2っ選んで下さい．

　（1）子どもが好きだから．

　（2）自分に向いていると思ったから．

　（3）子どもの頃から保育者に憧れていたから．

　（4）幼児教育の重要性を感じたから．

　（5）資格を取得するため．

　㈲　親先輩に勧められたから．

　（7）将来子どもを育てるのに役立っから．

　（8）教養を深め視野を拡大し，人格形成を計るため．

　（9）専門知識や技術を修得するため．

　ao）その他．
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　　　ナースリー・ルーム・実習後アンケート

1．実習を終えて一番印象に残っていることは何ですか？

2．興味を持った対象児は？

　（1）乳児　　（2）1～2才児　　（3）2～3才児

　　どんなことが印象に残っていますか？

3．実習は想像していたよりも

　　　（1）楽しかった

　　　（2）普通

　　　（3）大変だった

　理由

4．各対象児についての感想をご記入下さい．

　乳児

　　1～2才児

　　2～3才児

5．実際に子ども達に接してみて，保育の仕事に一層興

　　味を覚えましたか？

　（1）はい　　　（2）いいえ

6．あなたは自分の子どもを保育園に預け，働く気持ち

　　はありますか？

　（1）ある　　　（2）ない

　実習後に気持ちが変わった方は，その理由をお書き

　下さい．

7．実習期間は？

　　（1）少し短いと感じた

　　②　ちょうど良い

8．今までに経験した実習を通して，あなたが慈じたこ

　　とや考えたことなどを具体的にお書き下さい．

9．あなたの理想の保育者像は？

　　（どんな保母，先生になりたいですか）

10．ナースリーに対して，ご意見やご希望がありました

　　らお書き下さい．

　　ご協力ありがとうございました．

実習期間　199年　　月　　日～

学　児童学　No．

　　　　　　氏名

月 日

（60）


